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 アメリカ 
～国際化の時代だからこそアメリカ農業に学ぶことがある～

日本の約 25 倍の国土に農地面積は日本の約 80 倍―。東西南北に広大な国土を有するアメリカでは、その
土地面積と多様な気候を活かした適地適作の農業が営まれています。ビジネスに徹した考え方の基に経営さ
れ、綿密なコスト計算、収支の無駄を省く意識、農地の有効利用、見渡す限りの圃場で高度に機械化された
作業体系により、効率的に利益を上げる大規模な農業はアメリカ農業の特徴でしょう。一方で、農産物の安
全性に対する意識の高まりとともに、有機農業を実践し、ファーマーズマーケットや消費者との直接取引を
行う地域社会と結びついた小規模農家にも注目が集まっています。世界屈指の農業大国で、諸外国との国際
競争に打ち勝つ術、語学力とグローバルな考え方を身に付けよう！

～どんなことが学べるの？～
約 14 か月間の農場実習では、研修生の専攻業種に合わせて 1 つの農場に滞在し、農業技術・経営を実践

的に学ぶとともに、その地域の歴史や文化に触れることで、教養を身につけていきます。

【野菜】
生産から収穫・出荷までの管理作業、農業機械作業など農場により多種多様な作業を行います。有機野菜

生産、都市近郊野菜生産、生産農場＋直売所、施設栽培、種苗会社などの農場があります。

【果樹】
りんご、洋ナシ、さくらんぼ、桃、ベリー類、柑橘など、農場により生産を行う作物が異なります。コー

ヒー生産を行う農場もあります。

【鉢物】
鉢花、花壇苗、グランドカバー、観葉植物などの生産を行う農場での研修となります。作目は多岐にわたり、

露地栽培、施設栽培とも行われています。

【切花】
バラ、カーネーションなどの切花の他、クリスマスツリーや、葉ものや枝ものなどの生産を行う農場での

研修となります。

【造園】
公共施設、庭園、新築住宅の庭、注文庭園などの設計、施工、メインテナンスなどを行う会社での研修と

なります。日本庭園の施工、管理に携わることもあります。

【酪農】
搾乳牛 150 ～ 1,500 頭と農場によって規模が異なり、研修生が受け持つ作業は、搾乳、子牛への哺乳や

牛群移動管理、牛舎の清掃、給餌などの他、牧草管理、サイレージ作りなど様々です。

【肉牛】
繁殖農場と肥育農場に分けられます。放牧牛管理、牧草生産と乾草作り、飼料配合、給餌、肥育場管理、

牧草生産などの作業を行います。

【養豚】
母豚 5,000 頭以上の規模で、繁殖から肥育までの一貫経営が行われています。研修生の作業は、分娩処理、

去勢、母豚移動、豚舎清掃、注射、切歯など多岐にわたります。

【養鶏】
採卵を営む小規模農場となります。都市近郊農場のため、直売を主としていて、研修生は、給餌、鶏舎掃除、

ハウス修繕などの作業を行います。

研修農場は、アメリカ西海岸のワシントン州、オレゴン州、カリフォルニア州を中心に、アイダホ州、ミネソタ州、
ネブラスカ州、メーン州、ハワイ州と多方面にあります。

農産物生産量世界一
農産物輸出額も世界一
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～豚大好き グローバル人材になるためのアメリカ修行（トビタテ！留学 JAPAN 奨学生）～
有方草太郎さん 平成 28 年度アメリカコース参加 養豚専攻 2017 年 3 月渡航～現在研修中

大阪出身の私は大学受験時に畜産を勉強しようと思った。当時 2 年連続で牛肉日本一に輝いた宮崎牛の本拠地
宮崎を選んだ。今は大学を休学し、ネブラスカ州にある母豚 6,000 頭規模の養豚農場の分娩部門で研修を行って
いる。子豚が母豚のおっぱいをチューチューと吸う姿がとても可愛い。一生見ていられる。農場の作業自体は日
本とはあまり変わらないが、やはりこれだけの規模の経営を日本にそのまま持ち込むことは難しい。私が一番の
学びと考えているのは、農場で一緒に仕事をする同僚たちとの日々だ。農場主、マネージャーはアメリカ人。ワ
ーカーはメキシコ人。研修生はフィリピン人、ウクライナ人、ベトナム人、そして日本人の私という超多国籍な農
場である。人種のるつぼアメリカ。研修生同士、英語はお互いに外国語となるため、言いたいことを分かり合う
のに時間がかかる。そして、はっきりと意見を言わないと自分の立場がなくなってしまう。時には、喧嘩をするこ

ともあるが、一つ一つのコミュニケーションを重ねてやっと分かり合える。
私はこれがグローバル人材になるための一歩ではないかと考えている。

アメリカでの研修が始まり 10 か月が経った今、英語も大分上達した。
農場実習前は、基礎学習中に英語をしっかりと学ぶことができ、今では英
語を仕事の道具として活用できている自分に自信が持てるようになった。
基礎学習中に親身に指導してくださった講師の方々に、そして、この環境
に身を置けていることに感謝し、留学の手段としてこの海外農業研修を選
んで良かった。

～農業なでしこの奮闘 憧れのファーマーズマーケット～
山下真理子さん 平成 27 年度アメリカコース 野菜専攻 2016 年 3 月～ 2017 年 10 月研修

非農家に生まれ育ち、農業の経験がないにもかかわらず、大学で農業経営学を専攻している私が学んだ農業は
理論が中心の農業でした。そのせいか、「生産現場を知らずして流通経営の何がわかるのか」という気持ちが膨ら
んでいたとき、大学の掲示板で海外農業研修のポスターを見つけました。「日本とアメリカの農業を経験できるな
ら」と国内で農業研修を行ってから海外農業研修へ参加する“アプレンティスシップ”を選択しました。研修先
はレタスを主として野菜を栽培している香川県の農場。“播種”、“定植”、“灌水”、農業経験がほぼ皆無だった私
はそんな作業用語すら分かりませんでした。それでも時に厳しく、温かい指導のおかげで約一年間の研修を終え、
胸を張って渡米に臨むことができました。アメリカでは、有機栽培で野菜、果物、花、畜産の生産に取り組むカ
リフォルニア州の農場で研修を行いました。とにかく多品目で出荷場にならぶ作物が毎日変わり、100 人ほどの
メキシコ人と、アメリカ人のインターンと共にたくさんの作物を収穫、出荷しました。特に興味深かったのは、
ファーマーズマーケットで、週に 3 回、サンフランシスコへと出向き、色鮮やか
でおいしいフレッシュな作物を売りに行きました。生産者である私たちと消費者
であるお客さんが直接顔を合わせて作物をやり取りし、意見を交換する、農場側
にとってもお客さん側にとっても利益のある有効な取り組みだと思いました。

農場での研修後は、実践的な農業を学んだ実習期間とは対照的に、カリフォル
ニア州立大学にてアグリビジネスや持続可能な農業の講義を受けました。農場で
の長期実習経験の上に、理論的な農業を学ぶことができ、アメリカ農業への理解
をより深めることができました。

国内、海外を通した私の 30 か月の農業研修。この研修期間で見たこと、感じ
たこと、得た知識、技術、自信は、一生の財産になると確信しています。帰国し
て 3 か月の今、就職活動を開始し「食と農に関わる仕事」を求め奔走中です。

新たに農場へやってきたヒヨコと共に

他国の研修生と共に研修中
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  ヨーロッパ  
～環境問題、家畜福祉に熱心な国々で学ぶ農業～

研修先の国々は環境問題に対する関心が高く、有機農産物認証制度や家畜のストレスを軽減させる家畜福

祉の政策が進んでいます。さらに、隣接している国々であるにもかかわらず、農業や文化、国民性にはそれ

ぞれ特色があります。また、ヨーロッパの人々は仕事とプライベートの時間をはっきりさせており、社会全

体で労働時間の超過に対して厳しい制限があるほか、休暇を長くとって人生を楽しむスタイルが定着してい

ます。日本と異なる農業やライフスタイルからの学びが盛りだくさんです。

 デンマーク 専攻可能業種・・・酪農、養豚、緑化木

面積は九州ほどの小国ながら、デンマークはヨーロッパ屈指の畜産大国です。酪農では、放牧酪農を主と

して、ホルスタイン、ジャージーを育成する酪農家が多く、乳固形分量は世界でもトップであり、チーズに

適した高品質の牛乳を生産しています。また、養豚産業は多くの農場が繁殖と肥育の一貫経営で、豚肉の輸

出額は世界第 3 位を誇ります。デンマークでの農業研修は大規模かつ家畜福祉に配慮した畜産を学ぶことが

できます。

 ドイツ 専攻可能業種・・・酪農、造園

ヨーロッパを代表する大国のドイツ。ジャガイモや穀物のイメージが強いですが、鉢物、果樹、酪農、養

豚など、実に多彩な農業を行っており、どの分野も国民性や食文化が関連しています。農業形態においても

大規模農業に限らず、多品目の野菜を扱う農場や畜産と野菜や穀物の栽培を合わせた複合経営を行う農場な

ど、日本では珍しい取組みを行う興味深い農場が多くある国で、酪農および庭園の施工管理などを行う造園

業の研修が可能で、使用される資材やドイツ人らしい感性に基づく庭づくり、西洋庭園のスタイル、多種多

様な樹木、宿根草を使いながら空間を造っていく過程を学ぶチャンスがあります。

 スイス 専攻可能業種・・・複合（耕畜連携経営）、野菜

スイスは観光国としても有名であるため、景観保持のために農業が重要な役割を担っています。農業の主

な経営スタイルは畜産（酪農、肉牛、養豚、養鶏）と畑作、野菜や果樹を組み合わせた複合農業です。これ

により有機物が農場内で循環する環境保全型農業を可能にしていて、環境に配慮した農業経営を行うことが

できます。また、家族経営の農場が一般的である為、スイスでの農業研修は家族の一員として生活しながら

農業や文化を学んでいきます。

渡航先はデンマーク ドイツ 

スイス オランダの 4 か国
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 オランダ 
オランダは面積としては小国ながらも、農産物輸出額で世界のトップ 3 に入る農業大国です。施設栽培の

野菜や花卉の農場をほぼ会社化し、近代的設備とシステム化された管理方法と経営を行うことで、数ヘクタ

ールの巨大な温室での栽培を可能にしています。さらに、農薬を使わず、天敵昆虫や装置を使った防除（IPM）

を積極的に導入し、効率的に生産しています。その一方で露地栽培においても、アスパラガス、葉物野菜、

イチゴなどを大規模に生産する農場や、有機農業を行う農場も多くみられます。また、平坦な土地を活かし

た放牧中心の効率的な酪農も有名で、ロボット搾乳を導入する農場やチーズ加工を行う農場も多くあるため、

オランダでは多様な近代農業を学ぶことができます。

 コンビネーション 
オランダでの農場実習を半年間、ドイツでの農場

実習を 3 か月間組み合わせた約 10 か月間のコース

です。2 つの国の農業現場で研修できることが魅力

です。

＜研修スケジュールイメージ＞ 選考、渡航時期、語学研修は通常コースと同じ期間になります

渡 欧
（3 月中旬）

語学研修
（3 月中旬～ 4 月上旬）

オランダ先進農場にて実習
半年 （4 月中旬～ 9 月中旬）

ドイツ先進農場にて実習
3 か月

（9 月中旬～ 12 月中旬）
帰 国

（12 月下旬）

専攻可能業種・・・�酪農（チーズ加工を含む）、複合（耕畜連携経営）、 
野菜（露地・施設）、切花、鉢物、緑化木、球根

※農場実習期間中、研修農場が 2 軒となる場合があります

専攻可能業種・・・�オランダ、ドイツで専攻可能な業種、
またドイツにおいては、果樹、ワイン、
養豚、鉢物、植木

平成 30 年度から新設！

2 つの研修先国で学ぶ
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～農業の正解を探して～
川村拓真さん 平成 27 年度オランダコース参加

野菜専攻 2016 年 3 月～ 2017 年 3 月研修

野菜農家の子弟として育ち、子供の頃から農業に憧れを感じ、農業高
校、農業大学校で勉強をしました。しかし、いざ農業をすると考えたとき、

「今まで学んだ農業は正解なのだろうか」、「今の自分の能力で農業経営
が成り立つのだろうか」という不安に駆られました。これまで学んでき
たことで世界に通用するのかという疑問を抱いたのです。そこで、世界
でも有名なオランダのトマト農場で最先端の農業をこの目で見て、この
身で習得したいと強く思い、オランダでの研修を選びました。一度海外
で研修した後に、自分の進路を決めても遅くはないと思ったからです。

研修農場は、8.4ha もの園芸施設を保有し、中玉トマトを主に栽培している農場でした。学生の頃、卒業論文
で扱った野菜も中玉トマトだったのですが、初めて施設内に入ったときに「あの野菜と同じものなのか」と驚愕
しました。農場には、環境制御システム等もあり、その中でトマトの生育や病気のデータを集め、最適な環境に
しているのを見て大胆かつ繊細なのだと感心しました。働いている同僚は、オランダ人やポーランド人が多く、
最初は文化や価値観の違いが理解し合えなかった彼らとも、時間が経つにつれて分かり合うことができ、自分を
見つめ直すきっかけになりました。彼らは仕事に対する考え方を持っていて、作業が強烈に速く、そして情に厚
いのです。研修を始めた頃、私は全くの戦力外でしたが、経験を積み、慣れてくるとチームの一員として認めて
もらい、全員で助け合いながら仕事を進めているという感覚がサッカーのチームのような一体感と似ていて、逆
に自分の知っている農業のスタイルとは違った雰囲気がありました。

帰国後は、いくつかの農業研修をした後、独立就農をしました。オランダでの研修で得た仕事に対する考え方
や作業の技術は、日本で農業をする中でも活かされています。そして、何が正解なのかはまだはっきりとわかり
ませんが、オランダのような効率的な農業を実現するため、今も勉強中です。オランダの農場で感じた働きやす
さとワクワク感を忘れず、日々農業に挑んでいます。

～海外で自分を変えたくて～
佐藤弥音さん 平成 28 年度スイスコース参加

野菜専攻 2017 年 3 月～ 2018 年 3 月研修

農家の出身でない私は中学生のころ、学校の行事で田植え体験をしてか
ら、農業に興味を持ち始め、農業系の大学に進みました。大学３年生の終
わりごろ、周りのみんなが進路について考え始めている中、私はまだ進路
がはっきりと決められていませんでしたが、そんな時大学の先生が“海外”
という選択肢を教えてくれました。最初は「自分に海外なんて向いていな
い」と思いましたが、でもどこかに「今の自分を変えたい」という気持ち
があり、卒業後、海外へ行こうと決心しました。

研修先は、スイスの有機野菜農家。4ha の畑で 30 品目ぐらいの野菜を育て、週 2 回チューリッヒのマーケッ
トで野菜を販売します。私の主な作業は、野菜の収穫、定植、除草、マーケットの手伝いでした。夏場は数えき
れないほど除草をして、野菜はほとんど手作業で収穫し、有機農業の大変さを身を以って知りました。大変ですが、
自分たちで育てた野菜を毎週のように買いに来てくれるお客さんがいる。私はやっぱり農業が好きだと再認識す
ることができました。また、ある日農場主が「もう一年ここにいてくれないか」と言ってくれて、自分を認めて
くれていること、そして私は改めて良い環境で研修することができているんだと実感しています。

異なる文化や価値観の中での生活は何もかもが新鮮で、有意義な時間です。この研修を通して、自分に自信を
持てなかった一年前とは少し変われた気がします。いつか、スイスで学んだことを活かして自分で野菜を育て、
販売したいと思っています。そして、農業の素晴らしさをたくさんの人に知ってもらいたいと思います。

農業を心から愛している
寛大な農場主と

一番理解し合えなかった同僚と
やっと分かり合えた後日に撮った

思い出の一枚
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◆青年海外協力隊隊員への希望者を推薦します！
海外農業研修から帰国後、研修経験を活かし青年海外協力隊隊員となり再び海外の現場で活躍される方も

います。JICA 青年海外協力隊事務局との覚書により、野菜栽培、果樹栽培、花卉栽培、家畜飼育、畜産乳

製品加工に関連する海外農業研修修了者を本会から青年海外協力隊へ推薦することができます。推薦に際し

ては、本会の審査がありますが、推薦された場合は、青年海外協力隊の一次選考技術審査が免除されます。

なお、本会からの推薦は研修修了日から 2 年以内に限ります。

◆帰国後に仲間と繋がろう！【国際農友会】
海外農業研修から帰国された方は、世界各地で活躍をされています。そんな方々を繋ぐ役割を果たしてい

るのが、研修生同窓会組織の国際農友会です。

国際農友会は、海外農業研修で育まれた研修生同士の交流の横糸を、世代を超える縦糸に織り込んでいく

ことで、帰国された方同士の絆を深め、幅広い活動を展開していくことを目的に設立されました。国際農友

会では、海外農業研修を目指す青年をバックアップするために、サポート資金やアグトレマイレージ制度の

運営、また海外農業研修の啓発活動を行っています。海外農業研修を経験された方はユニークで、バイタリ

ティーにあふれています。農業を通したふれあい、海外での苦楽を理解できる者同士、一生の大切な仲間と

なっています。

国際農友会の活動例
○国際化対応営農研究会

全国を 5 つのブロックに分けて行われる勉強会 ( セミナー ) です。

� 年に一度、優良な経営や栽培技術などの事例発表、世代や業種を超えた農業者同士の交流を目的に開催

されています。

平成 30 年度は、山形県、新潟県、石川県、広島県、熊本県で開催を予定しています。

詳しくは本会ホームページにて紹介されます。

○研修生壮行会および帰国歓迎会

� 各都道府県にある研修生同窓会組織を中心に、出発前の研修生の壮行会や帰国した研修生の歓迎会を開

催しています。海外農業研修に参加された先輩から出発前に研修成功のアドバイスや当時の体験談を聞け

るだけでなく、帰国後同じ地域をけん引していく農業者としての繋がりを構築することができるまたとな

い機会です。
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～海外農業研修あってこその農業人生～
父を越えたいという思いがくすぶっていた 20 歳当時、何か圧倒的な経験

が私には必要でした。農業大学校 2 年生の時にアメリカ農業研修の話を聞き、
「大きな世界へ飛び込み自分を変えたい」と、一瞬で研修参加を決意しました。
私がアメリカで研修した農場は 4,000 ヘクタールの広大な果樹農場でした。
大規模ではありますが家族経営の農場で、家族と研修生の距離が近く、心あ
るとても恵まれた環境でした。

研修中に農場主から厳しく怒られたことがあります。トラクターでリンゴの剪定枝を集めていると「もっと早
く運転しろ！！」。りんごの収穫の際には、落果しているリンゴを 1 つ拾ってきて「これはひとつ 50 セントだ！
これだけ広い農場でいったいいくら落ちていると思っているんだ！」と。1,000 人のワーカーが働く大規模農場
ではありますが、1 つ 1 つ、一秒一秒を大切にし、そうした積み重ねがこの農場の心髄であることを感じました。
今自分が若者に教える立場となって振り返ると、ひとりの日本人研修生を心から叱ってくれたことに感謝してい
ます。また、仕事が終われば子供たちのバスケットボールを必死に応援するなど、公私にメリハリをつける農場
主を見て、農業のカッコよさ、誇りを持って仕事する姿に憧れ、自分もそうなりたいと思いました。

帰国後は『農場の大きさではアメリカに勝てないけれど、商品の品質やお客様一人一人に喜んでいただける、
満足度で勝てるようにしよう』と、贈答観光果樹園を始めました。今では学生の前でアメリカ農業研修の経験を
講演することもよくあります。子供のころは農業も英語も嫌いでし
たが、海外農業研修によって人生が変わりました。

農業をしていて辛いと思うのも、楽しいと思うのも自分次第です。
海外農業研修の経験から得た、挑戦する前向きな力、人のための農
業というポリシーこそ、これからの時代を生きる力です。海外農業
研修の経験と仲間が私の全ての礎です。素晴らしい研修、日本の未
来を支え続けてくださっている海外農業研修の事業にとても感謝し
ています。ありがとうございます。

石原直樹さん
石原果樹園 代表
平成 6 年度アメリカへ渡航。ワシントン州北
部にある世界でも屈指の大規模果樹農場で研
修。果物王国岡山県の 8 代目農家。贈答用果
物および観光農園として著名で、シーズン中
は多くのお客さんが果物狩りに訪れ賑わう。

～種を蒔いても芽が出るとは限らないが、蒔かなければ 100％芽は出ない。とにかくやってみる～
「アメリカへ農業を学びに行く」そう決めた当時の私は農業大学校生。小さなイチゴ農家の長男。農家を志して

はいたものの、どうしても将来への不安が消えませんでした。聞こえてくるのは農業は厳しいという声ばかり。
当時の私はそういった声に翻弄されていました。

そんな中この研修を知り、自分でも驚くほど一瞬で参加を決めました。強い農業を
学びたいという建前でしたが、周りの声に心を乱されるような弱い自分を変えたいと
いう気持ちもあったように思います。

渡米した私は、カリフォルニア州の農場で研修を行いました。砂っぽく乾いた風、
息をのむような夕焼け、メキシコ人がトルティーヤを炙る香ばしい匂い、自分が見知
っていた日本の農家の姿とは全く違う農園の在り方、人々が農園に対して持っている
イメージ、ボスの経営者としての目線、誇り ... 何もかもが新鮮で、何もかもが勉強の
毎日でした。
 私はアメリカでの研修を通して、自分で考え責任を持って行動する「主体性」を培
うことができました。そしてとにかく自分でやってみる。

主体性を持って行動し客観的に物事を見つめ直せるようになると、経営も自分の生
活も含めて、知らない内に人任せになっていた所が驚くほど沢山あることに気が付き
ました。できないことを人任せ（人のせい）にするのは楽ですが、それでは課題の発
見や解決に繋がりません。そして自分で考え決めたことであれば、それがどう転ぼう
と胸を張れるのです。

現在はこの研修で知り合った妻と結婚し、強い経営をしていくことはもちろん、人々
の心のよりどころとなり得るような暖かな農園を目指して二人で経営を行っていま
す。帰国してからは講習助手として研修生達のお世話もしています。みなさん、アメ
リカ事前講習・西日本講習所で会いましょう！

飯田正悟さん・忍さん
飯田家族農園
平成 22 年度アメリカへ渡
航し帰国後結婚。正悟さん
は南カリフォルニア州、忍
さんはワシントン州の都市
近郊有機野菜農場で研修。

「やさしいイチゴで家族を
笑顔に」をコンセプトにさ
がほのかを栽培する。訪花
昆虫で在来種のニホンミツ
バチ保護にも取り組む。
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＜海外農業研修推薦資格を持つ認定団体＞
・北里大学獣医学部	 ・公益財団法人北海道農業公社
・東京農業大学	 ・東京国際農業者協会
・酪農学園大学	 ・京都府国際農業者交流協会
・拓殖大学北海道短期大学	 ・大阪府国際農業交流協会
・帯広畜産大学	 ・福岡県国際農業者交流協会
・日本農業経営大学校

推薦応募は各都道府県、推薦団体ごとに応募締切日を設けています。
都道府県及び推薦団体により応募締切日が異なります。例年 6 月～ 7 月に締め切ることがありますの
で、詳細についてはお早めに県庁担当課及び団体窓口（P.30 参照）へお問い合わせください。

★一般応募の場合
海外農業研修参加希望者が直接本会へ応募する方法です。申込書類を本会へ送付してください。
申込締切（本会必着日）：平成 30 年 8 月 31 日（金）

2．選考試験
● 選考日と会場

選考日：平成 30 年 9 月 17 日（月・祝日）及び 9 月 18 日（火）
選考会場：東京都内

※選考日にご都合がつかない理由がある方は本会までご相談ください。
応募者への選考試験のご案内は 9 月 1 日以降に発送の予定です。
なお、合否通知は平成 30 年 9 月 27 日（水）までに発送します。

● 選考方法
【推薦応募】 【一般応募】
・書類審査	 ・書類審査
・面接（英会話を含む）	 ・筆記試験（英語、農業、作文）
	 ・面接（英会話を含む）

※�日本農業技術検定協会が実施する日本農業技術検定３級以上を取得している方は、農業一般の試験を
免除します。TOEFL iBT32 点以上、または、TOEIC490 点以上、IELTS band score4.0 以上あるいは、
英検準 2 級以上を取得している方は英語の筆記試験を免除します。該当の場合、お申し込みの際に証
明書等の写し ( コピー ) を必ず同封してください。

● 選考費用
・推薦応募の場合  8,000 円
・一般応募の場合  13,000 円

選考費は選考会場にて現金でお支払いいただきます。

3．合格後から海外渡航まで
海外農業研修参加にあたり、渡航前の準備を行うため事前講習及び出発時講習に必ず参加していただき

ます。
※講習会場までの往復交通費は研修生の負担となります。
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● 事前講習
海外農業研修生として渡航するための準備と心構えを、外国語集中学習、体力トレーニングなどを通

じて、一緒に渡航する研修生同士で学びます。
また、渡航に関わる重要な書類作成や研修希望農場に関する面接も行いますので、全日程に参加して

ください。

【アメリカ】
講習時期：平成 30 年 11 月中を予定（14 日間）
講習会場
東 日 本：茨城県内を予定
西 日 本：大分県内を予定
講習会場はプレエントリー時に選択してください。

【ヨーロッパ】
講習時期：平成 30 年 10 月下旬開始予定（14 日間）
講習会場：茨城県内を予定

【オーストラリア】
講習時期：平成 30 年 10 月下旬または 11 月上旬開始予定（14 日間）
講習会場：茨城県内を予定

● 待機期間
事前講習から出発時講習までの期間は、語学学習や農業実習など各自で渡航に向けた準備を行う待機

期間となります。本会は、研修生の必要に応じて農業実習先の手配、語学の指導、研修先国査証や入国
手続き等を行います。
※�アメリカコースでは、東京の米国大使館にて出発時講習の 3 ～ 4 週間ほど前（2 月下旬あるいは 3 月

上旬に 1 日のみ）に米国入国査証取得のために義務付けられている面接を受けます。

● 出発時講習
渡航に合わせて研修生全員が集合し、講習を行います。

	
【アメリカ】（予定）

講習時期：平成 31 年 3 月下旬の 2 泊 3 日
講習会場：東京都内

【ヨーロッパ】（予定）
講習時期：平成 31 年 3 月上旬の 5 泊 6 日
講習会場：東京都内

ヨーロッパコース研修生は出発時講習中に研修
先国の大使館を表敬訪問する予定です。

【オーストラリア】（予定）
講習時期：平成 31 年 3 月中旬の 2 泊 3 日
講習会場：東京都内

● 渡航
【アメリカ】 平成 31 年 3 月下旬
【ヨーロッパ】 平成 31 年 3 月中旬
【オーストラリア】 平成 31 年 3 月中旬

それぞれの研修先国へグループで渡航します。

事前講習の様子
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● 研修参加費に含まれないもの
①現地到着時小遣い

�農場実習中には農場から実習手当を受け取りますが、現地到着時のオリエンテーションや語学学習中、
農場配属直後の小遣いを用意していただく必要があります。
研修先国によって異なりますが、3 ～ 5 万円程度を目安に現地通貨でお持ちください。

②海外旅行保険
≪アメリカコース・オーストラリアコースの場合≫

�現地の医療保険が高額であるため、渡航前に海外旅行保険に加入していただきます。アメリカコー
スの場合、保険料は渡航から帰国までの全期間で、およそ 26 万円です。

≪ヨーロッパコースの場合≫
現地の健康保険に加入するため、海外旅行保険への加入は任意となります。

（2）辞退および延期について
● 渡航の延期

研修生の健康状態により、あるいは、海外農業研修に対する準備不足 （語学力、作業能力等）が認めら
れる場合は、渡航を次年度以降へ延期することがあります。その際には、速やかに所定の延期手続きを
行います。

● キャンセレーション費用
①	 本年度の研修参加を取り止めた場合 ( 辞退を含む )、それまでの手続きにかかった経費を精算します。
②	� 研修費納入後は、それまでの手続きにかかった経費を精算し残金を返金します。なお、渡航日の 1

週間前から渡航日までに研修を辞退した場合は、研修費の全額を返金しません。
③	� 延期した場合、支払った研修参加申込金は翌年度の研修参加申込金として充当します。ただし、2 回

目の事前講習参加に際して、その費用 (10 万円 ) を別途納入していただきます。
④	 不測の事態による渡航の延期・中止の際には、妥当な範囲で経費の精算を行います。

● 合格の取り消し
合格決定後、渡航までの間に、研修生として不適格と認められる事実が判明した場合、合格を取り消す
ことがあります。

（3）各種支援制度の利用について
①公的な資金（P.27 参照）

国並びに都道府県、市町村等の支援事業である農業次世代人材投資事業（旧青年就農給付金事業参照）、
農の雇用事業、及び海外留学・研修助成金制度等を活用できる場合があります。詳細については、出身
或いは推薦を受ける都道府県、市町村へお問い合わせください。

②奨学金制度
≪バイエル スカラーシップ≫

バイエルの出資による、海外農業研修生を支援するための奨学金制度です。事前講習中に所定の書
類を提出し、海外農業研修中に農業技術・経営の習得意欲が高く、将来日本農業貢献に寄与できると
同奨学金の選考委員会により選出された方に給付されます。事前講習中に詳しい説明があります。

給付額：20 万円 / 人 給付人数：5 名以内 / 年

≪国際農業交流事業推進基金 研修生サポート資金≫
研修参加者の資金不足をサポートする目的で、しっかりとした海外農業研修の目的と返済の計画を

立てれば、1 人当たり 50 万円まで無利子で利用いただけます。アグトレマイレージ制度を利用し特
定の条件を満たした方に優先的に貸与されます。

≪アグトレマイレージ制度（P.16 参照）≫
海外農業研修に参加するために、農業経験を積みながら、研修経費を貯めることができる制度です。

協会が指定する農家で実習をすることで、実習期間に応じてポイントが貯まり、各種特典が受けられ
るようになります。（原則 3 か月以上の実習に適用）
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◆農業次世代人材投資事業（旧青年就農給付金事業） 監督官庁：農林水産省
次世代を担う農業者を目指す方に対し、就農の検討・準備段階から就農開始を経て経営を確立するまでの

一連の流れを総合的に支援する事業です。準備型と経営開始型に分かれ、海外農業研修は準備型の対象とな
っています。

対 象 者：海外農業研修修了後に就農する方
給 付 額：�アメリカコース参加の場合 225 万円まで、ヨーロッパコース、オーストラリアコース参加の場合

150 万円まで
給付条件：海外農業研修修了後 1 年以内に就農すること

他にも条件がいくつかあり達成できない場合は返還となる
相談窓口：就農を予定している都道府県、または全国農業会議所
詳しくは農林水産省のホームページをご確認ください。

～申請から交付の流れ（本会を通じて行う場合）～

説明 申請 審査 交 付
（現地研修期間）

帰国・就農

 （事前講習時）     2019 年 1 月  2019 年 3 月     渡航後 2019 年 3 ～ 8 月    帰国後 1 年以内に就農

◆トビタテ！留学 JAPAN 監督官庁：文部科学省
官民協働のもと社会総掛かりで取り組む「留学促進キャンペーン」です。

対 象 者：休学して海外農業研修へ参加される方
交 付 額：審査認定された留学計画に従い交付額が決定
相談窓口：在籍大学の学生課等
詳しくは、トビタテ！留学 JAPAN のホームページをご確認ください。

本会が上記のような公的資金利用者に対し特別な便宜を図る場合、別途事務手数料を申し受けます。

公的資金を活用して、海外農業研修へ参加できます

～青年就農給付金を利用して海外農業研修へ参加しました～
松田竜児さん 平成 26 年度アメリカコース参加 野菜専攻 2016 年 10 月帰国

元々、自然が好きだった私は農業高校への進学をきっかけに野菜作りに熱中するようになりました。「試行錯誤
してできた野菜で、おいしい笑顔をたくさん作りたい」と思い、農業を生業にしたいと思うようになりました。
アメリカ農業研修のことを知ったのは、農業高校在籍時に所属していた、日本学校農業クラブ連盟（FFJ）で代
表をしていた時でした。その後、農業大学校を経て、念願の海外農業研修へ参加し、ワシントン州シアトル近郊
で多品目野菜を有機栽培で生産する農場で研修を行いました。今、振り返ると「最も恵まれた環境へ飛び込むこ
とができた」と思います。生産者と消費者の顔の見える関係づくりのヒントをたくさん得ることができました。
特に印象に残っているのが、パンプキン・パッチ（ハロウィン用のかぼちゃを売る場所）に代表される、農家が
受け身ではなく、消費者へ農場を訪ねる機会を積極的に作っていたことでした。おいしい野菜を作ることは農家
の絶対条件です。その上で、私はなるべくお客さんと近い関係を築き、おいしい笑顔を
直接見たいと思います。

アメリカでの研修参加にあたり私は青年就農給付金を申請しました。費用面に関して
安心して研修に参加することができ、帰国後すぐに農業法人への雇用就農を達成するこ
とができました。研修中もなるべく節約を心がけることで、帰国後を見据えモチベーシ
ョン高く研修に打ち込むことができました。岡山県のイチゴ観光農園へ就農した今は、
独立就農を目指しています。非農家出身の私が観光農園を持つこと。そして、おいしい
笑顔をたくさん作ること。青年就農給付金は、海外農業研修への参加と就農を後押しし
てくれました。

ハロウィン用の
かぼちゃを掲げる
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Q6. 選考試験の倍率は？面接は何を聞かれますか？一般応募の筆記試験のレベルは？
毎年 100 名以上の方からお申込をいただきますが、海外農業研修の選考試験は落とすための試験ではあり

ませんので倍率は算出していません。できるだけたくさんの方に参加していただきたいと考えています。
選考試験の面接では、海外農業研修を志した理由や、帰国後の計画、そして本当にこの研修が適している

のかを確認させていただきます。また、外国語でのコミュニケーション能力を判断するため、日常会話程度
の英語力を面接内で確認させていただきます。

一般応募の筆記試験は、英語は英検 4 級程度、農業は農業技術検定 3 級程度となりますので、決して高い
ハードルではありません。作文は日本語で、文章力を確認させていただきます。

Q7. 研修農場の希望はできますか？研修農場は、いつ、どのように決まりますか？
希望はできますが、現地の状況が変わることがあり、100％希望に添えない場合があります。研修農場は

何度かの個人面接を経て決まっていきます。事前講習時に、希望業種や研修内容について確認をします。そ
の後、各国の受入機関と協議し、受入農場主の合意を得た上で研修農場が決まります。アメリカコースの場
合は現地に渡航してから再度面接を行い、最終的な研修農場の調整を行った後の 5 月上旬に決まります。ヨ
ーロッパコース、オーストラリアコースの場合、渡航前に研修農場が決まる予定です。

Q8. 研修農場での待遇はどのようになりますか？
研修生と受入農場との間で合意された内容に従い、作業時間や休日が決められ研修を行います。宿舎は農

場または受入機関が手配し、食事は農場で用意されるか、自炊となります。また、農場から支給される実習
手当を用いて、現地で生活をすることも海外農業研修の醍醐味です。さらに、病気や怪我に備え、アメリカ、
オーストラリアは海外旅行保険に、ヨーロッパは現地の健康保険に加入します。

Q9. 海外農業研修参加に不安があります。
まずは本会までご相談ください。これまでの経験や帰国後の計画等を伺わせていただき、参加について一

緒に考えましょう。若い時にしか参加できない研修プログラムですので、何でもやってみようという心積も
りでいることが、海外農業研修の効果と充実感を高めることになります。また、在住地域で営農されている
海外農業研修経験者をご紹介させていただくこともできます。農作業を行いながら海外農業研修の経験談を
聞くことで、より参加を前向きに考える機会となるでしょう。

Q10. どのような資格が取れますか。
公に認められる資格は取得できませんが、海外農業研修を修了された方へは証明書を発行しています。履

歴書等に書くこともできます。また、帰国後、語学の試験を受験し、高いスコアを取られる方がいます。就
農や就職活動においては、海外農業研修経験者のネットワークに加わることで、あなたの将来の計画にお役
立ていただけます。

Q11. 帰国後の進路が心配です。
卒業後すぐに研修に参加し、帰国後に就農や就職ができるか心配になるでしょう。このプログラムの参加

者はこれまでに 14,800 名を数え、OB・OG のネットワークは全国規模、様々な分野で活躍されています。
現在経営者となっている先輩も多く、本会にも多くの求人をいただいています。

また、研修を終えた研修生が就職し、その評判から本会に求人をいただくことも多い無料職業紹介所とし
て就農、就職をバックアップしています。

詳しくは P.17「帰国後について」を参照ください。






